
第９回総務部会　会議報告 

 

日時：令和８年９月２９日（火） 

１８時００分～１８時４５分 

場所：岡谷西部中学校応接室 

 

○次第 

1. 開会 

2. 開校式典の検討について 

3. 新しい校章・校旗・校歌について 

4. その他 

 

○配布資料 

・開校式～入学式の流れについて 

・後期課程進級式に関する保護者アンケート結果（中間報告）  

・開校式の来賓の参集範囲について 

・校章・校旗・校歌の策定スケジュール 

 

○会議の内容 

①開校式典の検討について 

・前回の部会での協議に基づき両校長と調整を行った結果、開校式典の日程

を令和９年４月６日（火）とし、入学式等と同日に実施する方針で決定した。 

・学校生活部会が作成した式典プログラム案を基に協議を行い、午前中に開校

式・後期課程進級式（新７年生対象）・始業式を行い、午後に入学式を実施する

全体の流れを確認した。 

・後期課程進級式の実施および保護者参列の要否について、保護者アンケート

の中間結果を踏まえ、令和９年度は開校式の中または開校式後に後期課程進

級を組み込む方向で進めていく見込みである。 

・新学期の初日の児童生徒（特に低学年）の負担軽減やスムーズな運営を図る

ため、式典内での一人ひとりの登降壇を省略（もしくは最初からステージ上に

登壇しておく等）するほか、新任教職員紹介（担任発表）を一括で行うなどの時

間短縮に向けた効率化を検討する必要がある。 

・開校時点で正式な校歌が未完成であるため、式典での斉唱曲（愛唱歌）として、

小中学生になじみが深い「ビリーブ（Believe）」で準備していることを確認し、

次回音源を確認し、正式に決定を行う。 

・来賓の参集範囲について、学校評議員や地域代表、市議会議員等を基本とす

ることを確認し、国会議員および県会議員は認定こども園完成時など別の機

会での招請も含めて今後調整することとした。 

 

 



②新しい校章・校旗・校歌について 

・児童生徒の主体的な関与を図るため、校歌・校章検討委員会（小学生 5 名、中

学生１８名 計２３名）を立ち上げ、校章デザインおよび校歌フレーズの募集を

開始した。 

・校歌の作詞・作曲委託について、岡谷田中小学校等での実績があり、児童生

徒の言葉を生かした作調に定評のある唐沢史比古先生が候補に上がった。 

市の予算ヒアリングに向けて、令和９年度予算の要求手続きが必要なため、

次回の部会で校歌の作曲者を決定したい。 

・年内に児童生徒からのアイデア・フレーズを取りまとめて、原案を決定し、令

和９年４月からの制作委託を経て、令和９年度末の卒業式にお披露目を目指す

スケジュールを確認した。 

 

 

〇会議で出た意見について 

①開校式典の検討について 

＜児童生徒の負担軽減と式典運営＞ 

・初日に長時間にわたり着席し続ける低学年（特に２年生等）の身体的・精神的

負担が大きいとの懸念が出され、登降壇の移動時間を削り、その場での挨拶

やステージ上からの一括紹介に切り替えることで式典時間を大幅に短縮すべ

きであるとの意見が出されました。 

・新任教職員の紹介や担任発表を式典内に明確に組み込むことで、その後の

学級活動や児童生徒の動線配置をスムーズに整理できるとの意見がでた。 

＜後期課程進級式と児童の成長への配慮＞  

・中 1 ギャップ解消の一方で、６年生（前期課程最高学年）としてのリーダーシ

ップ育成や気持ちの切り替え（節目）が課題となるため、進級式や集会などの

節目を設けることは教育的効果が高いとの意見が出されました。 

・ただし、制度上は全学年が転入学の扱いとなるため、7 年生のみを特別扱い

することへの懸念もあり、将来的には規模や形式を柔軟に見直していくことが

望ましいとの意見が出た。 

＜会場・運用の工夫＞ 

・大規模改修を行った川岸小学校体育館で開校式は行う予定でいるが、その

後の後期課程進級式等は岡谷西部中学校の体育館も併用することで、当日の

会場設営の効率化ができるため、学校生活部会と密に連携して詰めていく。 

 

②校章・校旗・校歌について 

＜作曲者の選定と児童のフレーズ活用＞ 

・唐沢史比古先生への委託案に対し、学校や地域への理解があり親しみやすい

楽曲を手掛けられている点から適切な選定であるとの意見が出た。 

・他校の楽曲と雰囲気が類似することを防ぐためにも、児童生徒から募集した

言葉やフレーズをしっかりと歌詞に反映させることが重要である。 

＜卒業式でのお披露目＞ 



・開校１年目の最高学年（新９年生）が新しい校歌を歌って卒業できるよう、令

和９年度末の卒業式に合わせたスケジュール設定が望ましいとの意見が出た。 

 

〇今後の進め方 

＜開校式典の細部調整と学校生活部会との連携＞ 

・部会で出された式典時間の短縮案や職員紹介の方法、低学年への配慮事項

を学校生活部会および両校長と共有・協議し、次回部会にてより具体的・詳細

なプログラム案を検討する。 

＜来賓参集範囲の確定＞ 

・小学校の入学式来賓範囲を基本軸とし、事務局にて整理した上で次回部会に

て決定します。 

 

○次回の予定 

日　時：　令和８年１１月１１日（水）１８時００分～ 

場　所：　岡谷西部中学校応接室（予定） 

 


